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(!) Nicos Poulantzas, Pouioir Po/itique et Gia時四 Soctal•田 deL官tatCapita/isι1968. 
ニコス・プ ランツァス．田口富久治・山岸紘一訳 r資本主義国家の構造』 I' 
1978年ー 190頁。





当面，ウエ パーを読み直す必要のあることを強調している。 Wolfgang 
Schluchter, Ratio即 lismtisder Weltbeherrschung, 1980, Frankfurt a M, S.9. 
(4) ウェーパーによれば，階級とは「市場におけるチャンス円相違」によって分け
られ，身分は，階級が経済的に決定されるのに対L，名誉Ehreによって決定
される。 M. Weber, Wirtscltaft und G出elscltaft,Studienausgabe, 1976, 
Tlibingen, S.532.なお，ここで，ターナーの本文は，“class,status and power 
are not three conceptually separate dimensions but simplyιphenomena of 
power withm a community＇.” となっているが，ウェーパーの “Phanomene 
der Machtvert田lunginnerhalb einer Gemeinschaft sind nun die ,,Kia田en',
”St亙nde“und’Parteienι ，’をさLていると思われる町て’’“power”を
と置き換えて引用Lた。
(5) Remhard Bendix, Max 隔 ber，仰 IntellectualPortrait, 1959, London, p.419. 
（日ILouis Althusser, Pour Marx, 1965.英訳，ForMarx, 1969.邦訳『匙る7ルクス』，
1968年。
(7) この点で守われわれは，シュルフター の述べるように，「ウェ パーの問題解決で
はなし問題提起に充分に従わJねばならないという態度をもつべきであろう．
Schluchter, Die Entwickh叫gdes okzidentakn Rationa/i山＂＇民 1979,Tlibingen, 
136 
S.14. 
(8) Schluchter, a.a 0., S.10. 最近のンユルフタ の一連の著作は，ターナーの指
摘するに留め，必ずしも十分展開しているとはいえない「実存的問題J として
の現代人的倫理をウェーパーに読みとろうとするもので．ターナーの指摘を補
うものといえる。
